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シンチレーションの減衰時間

E.Aprile and T.Doke, arXive:0910.4956v1 [physics.ins-det] and references therein.

e

α

核分裂片

4 ns &
　20 ns

4 ns &
　20 ns

45 ns

Liq.Xe
波長変換材
POPOPを使用
⇒

波長変換材を使用せず，
発光波長測定装置を
応用して測ってみよう！

・純度の影響？
・波長との相関？
・発光メカニズム？
・粒子弁別に有意義



  

時間相関単一光子計数法

⇒ 分光器と組み合わせれば，時間分布と波長分布を一緒に測定可能



  

光学系
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回路系（調整中）
HAMAMATSU

R6836（MgF2窓）
Δt ～ 3 ns

HAMAMATSU
R7600（SiO2窓）
Δt ～ 1 ns

Scaler: テクノランド C-SE113
TDC: LeCroy 2228A
QADC: 豊伸 C009

th: ‒30 mV
width: 50 ns

th: ‒30 mV
width: 150 ns
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シンチレーションの減衰時間 (H23)

Liq.Xe

⇒ 時間分布の取得ができることを確認

241Am α (～200Bq)
2 hrs

もっと統計が欲しい！



今後の測定に向けて

　・シンチレーション光のS/Nの改善
　　　⇒　セルの改良，回路系の最適化
　・高統計の測定
　　　⇒　安定した系の構築，自動化の推進
　・その他
　　　⇒　耐圧セルの導入，etc.



  

キセノンの発光スペクトル測定
241Am α (～200Bq)
1000 sec /１波長
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キセノンの発光スペクトル測定
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J.Jortner et al.（1965）との比較

Liq. Xe

60Co γ Jortner 



  

まとめ
・ 液体キセノンのシンチレーションについて，
　減衰時間の新たな測定実験を開始した。

  査定額
　　旅費：  200 千円  ⇒  準備の為の神岡への旅費

・ 現在，テスト実験を行ないながら，実験系の
　地道な調整を着実に進めている。


